



















































































着 果  。) 要
 ゆ
日
 ビタミγ購欠乏症状奪つよく発現している東北農村地区(青森県北郡旧三好村)のゴ・羊肉
 輩に対してビグミソBを1ケ年聞達日経白投与した際にかける白1血球像を6回にわπり親祭
12
 .しことに,好中球核の右方偏移がB投与によってより・著明に出現するこ,とを見出した。この
12
 所見と,同時にこれら学童の尿中フオルミミノグルタミソ酸の出現がB12投一与に依って増強
 ざれることを合せ考え一B,2の投与は葉酸欠乏状態を増悪ぜしめることに起因するものと推論
 している。
 著者の研究成績において,B12の投与の如何にかかわらず,好中球核右方偏移の傾向が秋,
 冬につよぐなること1並に尿中フオルミミノグルタミン毅排泄頻度が増加してゆぐ傾向が,同
 じく秋1冬にみとめられることは,その原因が著者の述べるようにもし葉酸欠乏状態のあられ
 れであるとすれば,その葉酸欠乏を起す真の原因は何であろうか1史にもう一つは著者の用い
 た尿中フォルミミノグルタミン酸測症のロi七ropru8sid.一Na法ヒが果して酢,真のフオルミ
 ミノグルタミン酸を示しているや否やたど、新しい問題を提起し泥ところにも計鞠1究の価値フメ
 みとめられよう。
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